
平
成
二
十
五
年
五
月
十
四
日
提
出

質

問

第

七

〇

号

い
わ
ゆ
る
�
�
�
�
「
主
権
回
復
の
日
」
政
府
式
典
の
挙
行
結
果
と
今
後
の
開
催
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

照

屋

寛

徳
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い
わ
ゆ
る
�
�
�
�
「
主
権
回
復
の
日
」
政
府
式
典
の
挙
行
結
果
と
今
後
の
開
催
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
三
年
四
月
二
十
八
日
午
前
十
一
時
、
東
京
の
憲
政
記
念
館
に
お
い
て
「
主
権
回
復
・
国
際
社
会
復
帰
を
記
念
す
る
式

典
」
が
挙
行
さ
れ
、
「
天
皇
陛
下
万
歳
」
が
三
唱
さ
れ
た
。

一
方
、
同
日
同
時
刻
、
沖
縄
・
宜
野
湾
市
の
海
浜
公
園
に
お
い
て
、
「
�
�
�
�
『
屈
辱
の
日
』
が
っ
て
ぃ
ん
な
ら
ん
沖
縄

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
一
万
人
余
の
県
民
が
結
集
し
、
「
が
っ
て
ぃ
ん
な
ら
ん
」
（
合
点
が
い
か
な
い＝

許
せ
な
い
）
と
の
怒

り
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
五
唱
さ
れ
た
。

私
は
先
に
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
六
日
付
で
「
い
わ
ゆ
る
�
�
�
�
『
主
権
回
復
の
日
』
政
府
式
典
に
関
す
る
質
問
主
意

書
」
及
び
同
年
四
月
十
一
日
付
で
「
再
質
問
主
意
書
」
を
提
出
し
た
。

私
は
、
政
府
が
い
わ
ゆ
る
�
�
�
�
「
主
権
回
復
の
日
」
政
府
式
典
の
開
催
を
閣
議
決
定
し
た
二
〇
一
三
年
三
月
十
二
日
以

来
、
こ
と
あ
る
た
び
に
、
政
府
式
典
が
歴
史
の
真
実
に
反
し
、
沖
縄
に
と
っ
て
は
一
九
五
二
年
四
月
二
十
八
日
は
「
屈
辱
の

日
」
で
あ
っ
て
、
我
が
国
は
対
米
従
属
国
家
で
あ
り
、
未
だ
に
完
全
な
主
権
国
家
で
は
な
く
「
半
主
権
国
家
」
に
過
ぎ
な
い
と

強
く
批
判
し
て
き
た
。

特
に
、
沖
縄
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
第
三
条
に
よ
り
日
本
の
主
権
が
及
ば
な
い
ア
メ
リ
カ
の
施
政
権
下
に
置
か

一



れ
、
日
本
国
憲
法
の
適
用
も
な
く
、
沖
縄
県
民
の
基
本
的
人
権
は
保
障
さ
れ
ず
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
す
ら
否
定
を
さ
れ
て
き

た
、
と
強
く
主
張
し
た
。

一
九
七
二
年
五
月
十
五
日
本
土
「
復
帰
」
に
よ
り
、
沖
縄
に
も
我
が
国
の
主
権
が
及
び
、
日
本
国
憲
法
が
適
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
だ
が
一
方
で
、
日
米
安
全
保
障
条
約
と
日
米
地
位
協
定
も
沖
縄
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
本
土
「
復
帰
」
後

今
日
ま
で
沖
縄
は
我
が
国
の
安
全
保
障
の
犠
牲
に
さ
れ
、
日
米
両
政
府
の
構
造
的
差
別
と
暴
力
に
よ
っ
て
主
権
国
家
の
主
権
が

遠
く
及
ば
な
い
地
域
と
し
て
放
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
沖
縄
県
民
は
未
だ
に
日
本
国
憲
法
の
理
念
で
あ
る
国
民
主
権
主
義
の
保
護
を
受
け
る
国
民
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
て

い
な
い
。

近
時
、
沖
縄
が
本
土
「
復
帰
」
を
果
た
し
た
一
九
七
二
年
五
月
十
五
日
こ
そ
沖
縄
に
と
っ
て
も
日
本
国
に
と
っ
て
も
「
完
全

な
主
権
回
復
の
日
」
だ
と
す
る
意
見
が
あ
る
が
、
私
は
そ
の
よ
う
な
意
見
に
賛
同
し
得
な
い
。
そ
の
大
き
な
理
由
は
、
前
記
本

土
「
復
帰
」
後
今
日
の
沖
縄
は
依
然
と
し
て
「
反
憲
法
」
下
の
状
況
に
あ
り
、
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
は
日
本
国
憲
法
の
国
民
主
権

主
義
の
恩
恵
を
受
け
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
責
任
は
ひ
と
え
に
歴
代
政
権
に
あ
り
、
と
り
わ
け
、
戦
後
長
期
政
権
の
座
に
あ
っ
た
自
由
民
主
党
の
大
き
な
責
任
で
あ

二



る
と
考
え
て
い
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

去
る
四
月
二
十
八
日
の
「
主
権
回
復
・
国
際
社
会
復
帰
を
記
念
す
る
式
典
」
（
以
下
、
「
�
�
�
�
政
府
式
典
」
と
い

う
。
）
に
出
席
し
た
都
道
府
県
知
事
の
数
、
代
理
出
席
を
し
た
都
道
府
県
知
事
の
数
、
�
�
�
�
政
府
式
典
に
招
待
を
し
た

衆
参
国
会
議
員
の
数
と
出
欠
状
況
を
衆
参
別
に
、
�
�
�
�
政
府
式
典
に
招
待
を
し
た
民
間
各
界
代
表
の
肩
書
、
数
と
出
欠

状
況
、
及
び
招
待
し
た
各
府
省
幹
部
の
肩
書
、
数
と
出
欠
状
況
等
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

政
府
は
来
年
以
降
も
毎
年
�
�
�
�
政
府
式
典
を
開
催
す
る
つ
も
り
か
、
開
催
す
る
場
合
、
し
な
い
場
合
そ
れ
ぞ
れ
理
由

を
付
し
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

去
る
四
月
二
十
八
日
憲
政
記
念
館
に
お
け
る
政
府
式
典
の
際
、
「
天
皇
陛
下
万
歳
」
が
三
唱
さ
れ
た
。
�
�
�
�
政
府
式

典
の
模
様
を
報
道
し
た
テ
レ
ビ
映
像
で
は
、
安
倍
総
理
や
伊
吹
衆
議
院
議
長
ら
が
唱
和
し
て
い
る
姿
が
現
認
さ
れ
る
。

菅
官
房
長
官
は
「
『
天
皇
陛
下
万
歳
』
は
式
次
第
に
は
な
く
、
自
然
発
生
的
に
起
こ
っ
た
も
の
だ
」
と
弁
解
を
し
て
い
る

が
、
正
に
私
が
質
問
主
意
書
及
び
再
質
問
主
意
書
等
で
指
摘
を
し
た
「
天
皇
の
政
治
利
用
」
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

安
倍
総
理
は
式
次
第
に
も
な
い
「
天
皇
陛
下
万
歳
」
を
い
か
な
る
心
境
で
唱
和
し
た
の
か
、
又
、
安
倍
内
閣
の
閣
僚
の
う
ち

三



何
名
が
�
�
�
�
政
府
式
典
に
出
席
を
し
、
そ
の
う
ち
「
天
皇
陛
下
万
歳
」
を
唱
和
し
た
閣
僚
は
何
名
か
、
政
府
は
実
態
を

明
ら
か
に
し
た
上
で
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


